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バリ島でサンスクリット文献を保持してきたのは,“プダンダ(

) と呼ばれる宗
教儀式執行者の集団である｡ しかしながら, この人たちはサンスクリット文化を保持しよう
としてきたわけではない｡ この種の文献を朗読することによって, 災いを退け幸せをもたら
そうとしたまでである｡ バリ島でサンスクリット文献は音声呪術の素材に過ぎないのである｡
このような状況の中では当然ながら, プダンダは自分が朗読する文献を理解することができ
ない｡
プダンダには二つのグループがある｡ 一つは“シワのプダンダ(

siwa) と呼ば
れ, 200人ほどいると言われる｡ もう一つは“ブダのプダンダ(

buda) と呼ばれ,
20人ほどいると言われる｡ シヴァ派とブッダ派を自称するわけであるが, この両派は対立す
る宗教集団として拮抗しているわけではなく, 考えていることは同じであるし, 唱える呪文
は違うものの, 行うパフォーマンスも同じである｡
Ｂ1
バリ島に伝わる「四つのウェダ」
ウェダ (weda) については, 早くからプダンダの口から聞こえてきた｡ 全部で四つあっ
て, プダンダが神の前で呟く言葉であるという｡ これは神聖にして犯すべからざるもので
あり, その内容は教えてやれないという｡ そして, この四つはそれぞれ “

	” “yajur-
weda” “samaweda” “artawaweda” と呼ばれるという｡
バリ語の “weda” はサンスクリットの “veda” に対応するし69), “artawaweda” だけは少
し変であるが70), バリ島のウェダ (weda) とインドのヴェーダ (veda) は, 四つの部分に付
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69) 古代ジャワ/バリ語の音韻体系には唇歯摩擦音がないので, サンスクリットの [v] には [w] が
対応する｡ そして, 古代ジャワ/バリ語の母音には長短の区別がない｡ なお, サンスクリットの [e]
は常に長母音である｡
70) フリーデリッヒによると, サンスクリットの “atharwaweda” が古代ジャワ/バリ語で “artawa-
weda” となっているのは, ジャワ/バリで文字で r を線の上に書く習慣が原因で起こったことであ
るという (Voorloopig verslag, p. 10)｡
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けられた題名がよく対応する｡ こういうわけで, 19世紀の初めには, インド最古の文献群ヴ
ェーダがバリ島に残っていることが話題になっていた｡
1814年にバリ島の調査を行ったクローファード (John Crawfurd) は, 話に聞くヴェーダ
の現物を求めて, バリ島とジャワ島を探してみたたが無駄に終わった｡ この間の経験から,
クローファードはバリ島にヴェーダが残っているなどという話を信じられなくなった｡ そし
て, 過去にも存在しなかったと思うようになった71)｡ もっとも, シヴァ教を奉じるヒンドゥ
ー正統派がヴェーダを保持できなかったはずがないと思い, バリ島にヴェーダが伝わらなか
ったのは何か特別の理由があったに違いないと考えた72)｡
1846年にはフリーデリッヒ (R. Friederich) がオランダ学術協会から派遣されてバリ島へ
行き, プダンダたちからウェダについて話を聞き, かなり詳しい報告をしている73)｡ それに
よると, インドの場合と同じように, バリ島の文学の中でウェダは最も高い位置にある｡ プ
ダンダたちが言うには, バリ島のウェダは完全な形で伝えられているのではないが, 四つの
部分を包括してかなりの大きさであるという｡ そして, 作者として“バガワン-ビャサ
(bagawan byasa)という名が知られている74)｡
“bagawan” は尊称であり, サンスクリットの 	が古代ジャワ/バリ語の音韻体
系の中で変化したものである｡ インドの伝承でヴャーサ (
) は大叙事詩の作者であり,
ヴェーダとは関係がない｡ それに, ヴェーダは神々から伝えられたものと信じられているの
で, 人間の作者については伝承がない｡ ウェダの作者にわつわる伝説はバリ島で作られたと
いうことになる｡
そしてフリーデリッヒが聞いた話では, 祝宴を行ったり神に捧げ物をしたり遺体を焼いた
りする際に, プダンダたちはウェダに含まれる文句を呟く｡ そして, プダンダたちがそれぞ
れの家で行う私的な儀式でもウェダの文句が使われる｡ バリ島に伝わるウェダは, プダンダ
たちだけが知っている秘密であり, 師匠から弟子へ密かに伝えられる75)｡
フリーデリッヒはさらに報告を続け, バリ島に伝わるウェダの韻律と言語について報告を
している｡ それによると, ヴェーダの韻律ではなく叙事詩の韻律が用いられていて, 使われ
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71) J. Crawfurd, “On the Existence of the Hindu Religion in the Island of Bali,” Asiatick Research 13,
Calcutta, 1820, p. 147.
72) loc. cit.
クローファードはこの点に関していくつか推測を述べた後で,“バリ島へ移住して土地の女と結婚
せざるをえなくなった第一世代のブラーフマナ (
・
) たちは, 汚染した子孫たちにヴェーダ
を禁じたのかなどと言っている｡
クローファードの問題は, バリ島にインド文化がそっくり移されているという前提に立っている
ことであり, バリ島のプダンダをヒンドゥー社会のブラーフマナ (
・
) と同一視しているこ
とである｡ この点については, バリ島にヴェーダが存在すると信じたフリーデリッヒと同じ立場に
立っている｡
73) R. Friederich, “Voorloopig verslag van het Eiland Bali” [(1)], Verhandelingen Bataviaasch Genoot-
schap 22, 1849, Nieuw gevonden heilige geschriften, pp. 1012.
74) ibid., p. 10.
75) loc. cit.
ている言語はヴェーダ語ではなく, 古典サンスクリットであるという76)｡
インドではヴェーダの韻律が厳密に守られるので, フリーデリッヒ自身が言うように,
ウェダで叙事詩の韻律が使われていると聞けば, それだけで“バリ島に伝わっているの
は真正なヴェーダではないという結論を出して問題に決着をつければよい｡ フリーデリッ
ヒがそうしなかった理由はただ一つ, バリ島で “weda” という語が広く知られていたから
であり, それが四つあってヴェーダもどきの名がついていたからである77)｡
古代バリ文献学の創始者としてフリーデリッヒは高い尊敬を受けていたが, バリ島のウェ
ダについてだけは直ちに反論が起こり, ブルムント (Brumund) が1864年に発表した所見に
続いて78), 1870年にはケルン (Hendrick Kern) がウェダの実物を見るまでもなく真相を見
抜くことになった｡ バリ島で “weda” と呼ばれているのは ｢秘密の呪文｣ (rahasya) である
というのである79)｡ 最後にホーリスが問題を見事に整理した80)｡ インドの “veda” と同一視
しようとして, フリーデリッヒがあれほどこだわった “weda” という語が指すのは, イン
ドのヴェーダとは縁遠いものであった｡ バリ島のウェダは全く別の種類のインド文献から採
られたものであり, バリ島の儀式で用いられる ｢秘密の呪文｣ に外ならなかったのである｡
バリ島にはヴェーダが伝わっていなかったのである｡ もっとも, ホーリスの言うように,
ヴェーダの痕跡が一つだけバリ島に残っている｡ 『リグ-ヴェーダ』 (r
・
g-veda) 3.62.10 の一
部 (bhargo devasya ) がそれであり81), プダンダは日々の礼拝でこれを唱える｡ し
かしながら, これは後期プラーナに頻繁に引用されていて82), ヴェーダ本体の一部がバリ島
に伝わった証拠にはならないのである｡
Ｂ2
アタルヴァ-ヴェーダのウパニシャッド
インドで“ヴェーダという語が指すのは, 『リグ-ヴェーダ』 (r・g-veda) など４種の最古
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76) loc. cit.
他人に教えないという条件で, フリーデリッヒは 『ブラフマーンダ-プラーナ』 (	

・

・
	

・
)
を教えてもらったことがある｡ そこで, ｢ヴェーダ｣ についても同じことを期待していた｡
77) ibid., (Die Vedas’s zijin ook op Java,) pp. 1011.
この点についてフリーデリッヒは仮説を出して, マジャパヒト (majapahit) 時代のジャワに, 叙
事詩の韻律で書き直されたヴェーダが存在したと考える｡ 16世紀にマジャパヒトが滅んだ時に, バ
リ島に逃げ込んだ学者たちが ｢ジャワのウェダ｣ を持って来たというのである｡
一方では, 他の箇所で本人が述べているように,“バリ島のウェダで祈願の言葉がヴィシュヌとブ
ラフマンに向けられるとプダンダから聞いて, フリーデリッヒは動揺し,“もしこの二柱の神が
高い地位を占めているなら, このヴェーダが本物かどか疑わざるをえないと言っている (ibid., p.
38)｡ 後一歩で正しい理解に達することができたのに, 残念と言うほかない｡
78) Brumund, Notulen van het Bataviaasch Genootschap 1, 1864, p. 91.
79) H. Kern, “Korte mededeelingen,” Verspreide Geschriften 17, 1870 p. 213.
80) R. Goris, Bijdrage tot de kennis der oud-Javaansche en Balineesche theologie, Leiden, 1926, pp.
136149, De Balineesche Weda’s.
81) Goris, op. cit., p. 44.
82) loc. cit.
層宗教文献であり, 神々へ語りかける言葉である｡ すべて韻文であり, 言語は極めて古風な
サンスクリットである｡ ところが, レヴィ校訂本の冒頭に“四つのヴェーダ(catur-veda)
という表題の下に置かれているテキストは83)すべて散文であり, 言語もヴェーダ語ではない｡
これがヴェーダでないのは一目瞭然であった｡ もっとも, バリ島の人々が勝手に作ったも
のではなく, 確かにインドで作られた文献であることが分かった｡“アタルヴァ-ヴェーダの
ウパニシャッド(・upanis・ad) と呼ばれる文献の一つに基づくことが明らかになっ
たのである｡
古いウパニシャッド (upanis
・
ad) は紀元前数百年に溯り, 宇宙と自我の関係などについて
哲学論議を展開するが, これとは異なる内容の文献群で,“ウパニシャッドと呼ばれてい
るのがある｡ 哲学論議には一切かかわらず, もっぱら信仰実践の問題を扱い, 年代も比較的
に新しい｡ これが ｢アタルヴァ-ヴェーダのウパニシャッド｣ である｡
バリ島で“四つのウェダとして知られている文献は, ｢アタルヴァ-ヴェーダのウパニシ
ャッド｣ の一つ, 『ナーラーヤナ-ウパニシャッド』 (
・
	

・
) であり, ナーラーヤ
ナ (
・
) すなわちヴィシュヌ84)の礼讚が主旨である｡
インドに伝わる 『ナーラーヤナ-ウパニシャッド』 は, あらゆるものの根源としてナーラ
ーヤナを讃え, 古いウパニシャッドの語句をよく引用する｡ ドイッセン (Paul Deussen)
によると, この種の後期ウパニシャッドの歴史で注目すべきことは, この文献に初めて礼拝
用決まり文句が現れることである85)｡ この決まり文句は “om
・
namo 
・
” (オーム,
ナーラーヤナに礼拝) という形をとる｡ この種の決まり文句の増大は, 古いウパニシャッド
で重んじられた哲学思考が無視されることと表裏を成し, 以後はこの傾向がますます強まる
のである｡ 『ナーラーヤナ-ウパニシャッド』 では, 礼拝用決まり文句への言及は, 第３部分
に見られる｡
(D) om ity etad agre  nama iti 

・


・

・
｜om ity

・

・
nama iti dve aks
・
are 
・


・

・
｜etad vai 
・

・

・


・

・
padam｜yo ha vai 
・

・

・

・

・
padam adhyety anupaplavah
・
sarvam
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83) S. , Sanskrit Texts from Bali, Baroda, 1933, pp. 16, caturvedah・.
84) 北インドのある部族で ヴァースデーヴァ() という人が崇められていたが, 起源を異
にする別の信仰対象クリシュナ (kr
・
s
・
n
・
a) と同一視されて, ヴァースデーヴァ-クリシュナが成立し
た｡ さらにこれに合体されたのは, すでにヴェーダ時代の中期に最高存在の地位を得ていたナーラ
ーヤナ (
・
) である｡
ところで, もともと一介のしがない神にすぎなかったヴィシュヌは, ヴェーダ時代を過ぎると急
速に地位が高まり, すでに万物の根源と見なされるようになっていた｡ そして, ナーラーヤナと合
体したヴァースデーヴァ-クリシュナを取り込んで, ヴィシュヌは究極の最高神ヴィシュヌ-クリシ
ュナとなった｡
一方, ｢牛飼い女たちと戯れる牛飼いクリシュナ｣ の話を伝えていた集団があった｡ 究極の最高神
になっていたヴィシュヌ-クリシュナは, この ｢牛飼いクリシュナ｣ を取り込むことになった｡ ｢牛
飼いクリシュナ｣ と牛飼い女たちの関係は, 愛を寄せられる者と愛を寄せる者たちの関係に置き換
えられ, ｢ひたむきに神に心を寄せること｣ が強調されるようになったのである｡
85) Paul Deussen, Sechzig Upanishad’s des Veda, Leipzig, 1897, p. 748.
apy ety vindate 	
・



・
	
・
gaus
・
patyam
・
sa tato ’mr
・
tatvam 
sa
tato ’mr
・
tatvam 
iti‖86)
(D) 始めに先ず“om(オーム) と言うべきである｡ それから“namo(礼拝) と
言うべきであり, その後で “
・
” (ナーラーヤナに) と言うべきである｡ “om”
は１音節であり, “namo” は２音節である｡ そして, “
・
” は５音節である｡
これが ｢ナーラーヤナの８音節句｣ である｡ ｢ナーラーヤナの８音節句｣ を学ぶ者は,
支障なく全生涯を全うする｡ 子孫の繁栄と財産の増大と家畜の増殖を得る｡ さらにそ
れから, 不死を味わう｡
さて, 『ナーラーヤナ-ウパニシャッド』 の末尾に “etad 
yo [	
・

](このアタルヴァヴェーダの神髄を学ぶ者は, [罪を消滅させる]) という語句が
ある87)｡ そして, バリ島で“四つのウェダと呼ばれている文献の末尾では, 同じ語句が古
代バリ語の音韻体系の中で変化して, “atharvavedasirodite” となっている88)｡ 古代バリ語に
は硬口蓋摩擦音がなく, 無気音と有気音を区別せず, 母音の長短を区別しないのである｡
さらにバリ島の ｢四つのウェダ｣ では, 第１部分の末尾に “etadr
・
gvedasirodite” (etad

・

) という箇所がある89)｡ そして, 第２部分/第３部分の末尾でも, “r
・
gveda”
が “yajur”/“
	” に交替して, 同じパターンが繰り返されている (“etadyajurvedasirodite”/

	
”)90)｡
このことを基に, この四つの部分を合わせてバリ島では“四つのウェダと呼ばれるので
ある｡ バリ島に伝わる ｢四つのウェダ｣ の第１部分は, レヴィの校訂本で次のようになって
いる｡
(A) atha purus
・
o vai narayan
・
a kamayatvam
・
praja srijayati prano jayati manasa
sarvendriyan
・
i kamayur jyotir apa 
・
visvas ca darani narayana eta dvadasaditya
 vasava sarvendriyani sidyam
・
si sadeva svapatyanti praliyanti eta r
・
gvedasiro-
dite｜91)
ジェイコブ大佐 (Colonel G. A. Jacob) の校訂した 『ナーラーヤナ-ウパニシャッド』 を
見ると, ｢四つのウェダ｣ の第１部分に対応する箇所は次のようになっている｡
(A) atha purus
・
o ha vai 
・
	
・
sr
・
jeyeti｜
・

・

namah
・


・
ca｜kham
・
jyotir 
・

・



・
｜
・

	
・
 rudro  
・

・
 indro

・
 as
・
t
・
au vasavo 
・


・


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86) Eleven  !"
・
#$"%&'&(ed. G. A. Jacob, Bombay, 1891, )
・


・
*p. 51.
87) ibid., p. 63.
88) +,*op. cit., p. 6.
89) ibid., p. 3.
90) ibid., pp. 4, 5.
91) ibid., p. 3,

・
	


・
sarve r
・
s
・
ayah
・
	

・

・
	

・
ca 	
・
eva
samutpadyante 	
・
		
・
	‖1‖92)
(A) さて, [時間と空間の限定されない]プルシャ (purus
・
a) であるナーラーヤナは,
ものを生み出そうと強く望んだ｡ ナーラーヤナから息 (	
・
) が生まれる｡ 心
(manas) とすべての感覚器官 (indriya) が[生まれる]｡ 虚空 (kha) と風 (
) と
光 (jyotis) と水 () とすべてを支える大地 (	
・

) が[生まれる]｡ ナーラーヤ
ナからブラフマン (brahman) が生まれる｡ ナーラーヤナからルドゥラ (rudra) が生
まれる｡ ナーラーヤナからプラジャーパティ (	) が生まれる｡ ナーラーヤナ
からインドラ (indra) が生まれる｡ ナーラーヤナから八つのヴァス (vasu) が生ま
れる｡ ナーラーヤナから11のルドゥラ (rudra) が生まれる｡ ナーラーヤナから12の
アーディティヤ () が生まれる｡ すべての神 (deva) が, すべてのリシ (r
・
s
・
i)
が, すべての韻律 (chandas) が, そしてすべての生き物 () が外ならぬナーラ
ーヤナから生まれる｡ そして, ナーラーヤナの中に消える｡
ヴィシュヌを讃える言葉を指して, シワのプダンダたちは “veda” という語を使っている
のである｡ そして, 別グループのブダのプダンダたちも, 仏教の礼拝対象を讃える言葉を
“buddha-veda” (ブッダのヴェーダ) と呼んでいる｡ バリ島のサンスクリットでは, “stava”/
“stuti” (礼拝対象を讃える言葉) の同義語として “veda” という語を使っていることななろ
う｡
Ｃ1
すべての神々を圧倒するシワ
もっとも, サンスクリットで “veda” と呼ばれる讃歌がウィスヌ (wisnu) の礼讚を旨と
するからといって, バリ島に ウィスヌ教と呼ばれる伝承があるわけではないし,“ウィ
スヌのプダンダと呼ばれる専門集団が存在するわけでもない｡ ブダのプダンダは別として,
すべてシワのプダンダである｡
あらゆるものの根源としてナーラーヤナ-ヴィシュヌを讃える 『ナーラーヤナ-ウパニシャ
ッド』 がバリ島で採用された｡ そして,“四つのウェダと呼ばれて恭しく扱われている｡
しかしながら, これを祭儀に使うのはシワのプダンダであり, あらゆるものの根源としてウ
ィスヌを讃えるためにではなく, 最高神シワを讃えるために唱えられる｡
言うまでもなく, インドでのシヴァ教信者にとって, シヴァは最高神である｡ しかしなが
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92) 
・
 !"#$#%p. 49.
第１文だけを見ても, 正しい文が元にあったのは確かであるが, あまりにも間違いが多い｡ “nara-
yan
・
a” は単数主格であるべきであるのに, 格語尾が欠けているし, “praja” は女性形をとっていない
し, 複数対格の語尾を欠いている｡ “srijayati” は語根母音がありえない形をとり, “kamayatvam” は
動詞定形の語尾ではありえない要素が付いている｡ バリ島で最もありがたい文書を伝えてきたのは
サンスクリットを全く知らない人々であった｡
ら, ヴィシュヌが排除すべき異教の神ではなく, シヴァの発現体あるいは別の局面にすぎな
い｡ ヴィシュヌ教信者から見たシヴァも同じである｡ このことを理論づけようとする試みは,
すでにグプタ朝時代 (３６世紀) からあった｡
こうして, ブラフマンとヴィシュヌとシヴァについて,“三つの身体() が語ら
れるようになった｡ 同一の超越者に三つの姿があり, ある時はヴィシュヌの姿をとってとし
て現れ, ある時はシヴァの姿をとって現れるのである｡ したがって, ヴィシュヌ教信者のと
ってはヴィシュヌが究極の最高神であり, シヴァ教信者にとってはシヴァが究極の最高神で
ある｡
バリ島にも ｢三つの身体｣ の理論が伝えられ, “tri-purus
・
a” (三人の男) という言葉も使
われるが, この点について信仰の実態はインドとは違う｡ ウィスヌを究極の最高神として帰
依する人々はいないのである｡ したがって, ウィスヌを祀る神殿も存在しない｡ ウィスヌ讃
歌を継承する人々にとっても, 最高神はシワ (siwa) なのである｡ ジャワでウィスヌの像が
稀に見つかることもあるが, いつもシワの像の側に置かれて, もり立て役として添えられて
いるかのようである93)｡
バリ島のサンスクリットには “	
” (三つの力) という言葉もあり, ｢三つの身体｣
の理論はむしろシワの絶対優越性を保証する理論となった｡ この ｢三つの力｣ に宿る音節
[on・] (＜om) は, [an・] (＜a) と [・] (＜u) と [man・] (＜m) とから成る｡ これはそれぞ
れ 	

	
と 


	
と 

	
を指し, それぞれ 

と wisnu と siwa を代
表する94)｡ そして, それぞれ agni (火) と toya (水) と an・in (風) として現れる｡ この結
合でブラフラーとウィスヌは形の上では同格ではあるけれども, それぞれ呼び名にシワの名
前が付いていて, シワの現れ出たものに過ぎない｡ シワは常に真ん中に位置し, ブラフマー
とウィスヌはそれぞれ左側と右側に寄り添う95)｡
バリ島ではウィスヌの属性がすべてシワのものとなる｡ シワはすべての神々の力を自らの
中に束ね, 他の神々はシワ自身の形態であるかのようである｡ ｢シワの世界｣ (siwa-loka) は
他のすべての天国の上位にある｡ そして, 人間とはいえ, プダンダは“シワと呼ばれ, そ
の力が並の神々より大きい96)｡ そして, 人間の中でシワを代表するとも言えるプダンダはだ
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93) Friederich, op. cit., De vereerde goden, p. 33.
94) 礼拝用決まり文句 
・





・


(オーム, ナーラーヤナに礼拝) が 『ナーラーヤナ-ウ
パニシャッド』 で取り上げられるが, 冒頭にあるのが “om” [o:m] であり, 古くからインドでは神
へ祈願する際に最初に発する声である｡ これは最も神聖な音声と見なされ, 全体が [a] [u] [m]
に分解され, 一つ一つの音がそれぞれブラフマンとヴィシュヌとシヴァを象徴すると考えられた｡
ところがバリ島では, この三つの神名がすべて 	
を第２要素とする合成語を別名とし, 音節
[o:m] は三柱の神が鼎立する状況ではなくシワの絶対優越を象徴することになった｡
95) Friedrich, op. cit., Trimoerti, p, 63.
96) ibid., De vereerde goden, p. 34.
何しろシワ以外の神々より力があるということになっているのであるから, プダンダが儀式で自
己を最高神と同一視できるのは当然である｡ これは決して無理な作業ではなく, 楽々とできる定期
点検に過ぎなかろう｡ そして, この気楽さこそバリ島文化の本質を成すものであろう｡
けが, 死後に ｢シワの世界｣ へ行くことができる97)｡
｢ヴィシュヌへの讃歌｣ (vis
・
n
・
u-stava)98) のテキストは, 古い時代にインドから伝わった
プラーナ (
・
)99) から抜き出したものである｡ この文献は古代ジャワ語に翻訳されて伝
えられ100), バリ島のシワのプダンダはこれを究極の聖典としてして崇めている101)｡
バリ島に伝わるこのプラーナとは, インド文献 『ブラフマーンダ-プラーナ』 (	
・


・


・
)102) のことである｡ バリ島の人々が好んだこのプラーナでは, 宇宙の根源とその創造
について語られ, 全宇宙の根源である ｢ブラフマンの卵｣ (	
・


・
) が讃えられている｡
この宇宙はもともと黄金の卵の中に閉じ込められていた｡ これが ｢ブラフマンの卵｣
(	
・


・
) である｡ 創造神ブラフマン (brahman) またはブラフマンの形をとった
ヴィシュヌは, この黄金の卵の中に住んでいたが, 閉じ込められていた宇宙を自らの
意志で顕現させた｡
ヴィシュヌ礼讚を主題とする後期ウパニシャッドの断片が “weda” と呼ばれていると言
っても, ウィスヌを最高神とする信仰集団などバリ島には存在しないのであるから, この讃
歌を唱えるプダンダたちにとって, 礼拝対象は常にシワである｡
このような状況の中で, インドラが大活躍をするヴェーダなどをバリ島の人々がありがた
がるわけがなく, シワのプダンダたちがアタルヴァヴェーダのウパニシャッドをバリ島にふ
さわしいやり方で利用してきたのは自然の成り行きであった｡
Ｃ2
シワと太陽礼拝
プダンダが自分の家で行う儀式の中で最も重要なのは ｢太陽礼拝｣ (surya-sewana) であ
る｡ フリーデリッヒによると, バリ島のプダンダたちは, 朝飯を食わずに腹を減らしたまま,
桃山学院大学総合研究所紀要 第30巻第１号226
97) ibid., Siva’s attributen, p. 40.
98) op. cit., pp. 5658, vis・n・ustavah・.
テキストの冒頭に 
・

・
という語が見られるが (
・

・
	
・
[	
・
	]),
これがインドで知られている正しい表題である (
・
 !"#1, ed. Narayan
・
a Rama Acarya,
Vranasi, 1997, pp. 7273, 43 $・・)｡
99) プラーナ(・[]) という語は ｢昔の物語｣ を意味するが, 単に人々の楽しみのた
めに語られた昔話ではなく, ヒンドゥーにとって信仰の拠り所であり, 神に関する知識と宗教的情
熱の源泉である｡ 世界の創造に始まり, 神々と王家の系譜が語られ, 祭事や礼拝の詳細にも話が及
ぶ｡ 大乗仏教の経典との類似から推察して, 最も古いプラーナは１世紀には存在したらしい｡ 18点
のプラーナが知られていている｡
100) J. Gonda, “Het Oud-Javaansche %	
・


・
&
・
, prosa-tekst en kakawin,” Bibliotheca Javanica
uitgegeven door het Kon. Bataviaasch Genootschap van Kunsten en Westenschappen 5, Bandoeng, 1932.
ditto, “Het Oud-Javaansche %	
・


・
&
・
,” Bibliotheca Javanica 6, Bandoeng, 1933.
Gusti Putu Phalgunadi, '()!* !(+!,"!
・
*
・
-."!
・
/Translated from the Original Classical
Kawi Text, New Delhi, 2000.
101) Friederich, op. cit., Nieuw gevonden heilige geschriften, pp. 1012.
cf. A. Weber, “R. Friederich’s Untersuchungen 01die Kawi-sprache und 01die Sanskrit- und
Kawi-literatur auf der Insel Bali,” Indische Studien 2, Berlin, 1853, pp. 131133.
102) ,"!
・
*
・
-."!
・
/ed. 2$1・31Press, Bombay, 1906.
午前９時から11時までの間にこの礼拝を行う｡ 新月の日と満月の日には必ず行うのが決まり
であるが, プダンダの多くは５日ごとに行い, 特に位の高いプダンダは毎日これを行う103)｡
レヴィ校訂本の中には ｢太陽礼拝｣ (	
) の際に唱えられる讃歌 (	) が
見える104)｡
礼拝が行われる場所 (bale) はプダンダの家の中庭に設けられる｡ プダンダは白い衣服を
着け, 上半身は裸である｡ 東に向かって座り, 祈祷の言葉を呟きながら, 水に浸した後で花
を右手の人差し指と親指で摘まんで東に向かって振る｡ 左手には火を入れた鍋を持っている｡
次に, いろんな風に指を組み合わせながら数珠をくる｡ こうして, プダンダは神になった気
分に浸り, 自分自身にも花を振る105)｡ 花を浸していた水が ｢神聖な水｣ (toya tirta) であり,
バリ島の人々にとってあらゆる儀式に欠かせない｡ これを販売することによってプダンダは
莫大な利益を得る106)｡
フリーデリッヒによると, バリ島の ｢太陽礼拝｣ はヴェーダ時代のインドに溯り, その頃
のインドの祭官は太陽と火 (agni) を崇めでいた107)｡ 罪を消してもらうために太陽に祈願す
る歌は, 確かに 『リグ-ヴェーダ』 に見られ (R
・
gveda 7.60.1, 7.62.2), 遥か遠い昔のインド
では太陽に願いごとをすることがあった｡ そして, 太陽を最高神として礼拝する人々が集ま
って, サーウラ教 (saura) という集団ができていたかも知れない｡ また, 紀元１世紀から
数世紀の間, イランの侵入があった北インドには, マギ (magi) と呼ばれる祭官に指導さ
れて, 太陽を礼拝する集団が存在した108)｡
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103) Friederich, op. cit., Huiselijke cultus der priesters, p. 30.
104) 	, op. cit., pp, 6566, 	・:
om
・
raktavarn
・
a 
・
	｜
	
・


・


・
	

・

・
‖
dvibhujam
・
ekavaktram
・
ca saumyapan・kajadhr
・
tkaram｜
varttule tejobimbe tu madhyastham
・
	‖
tv idam
・

・
	

・
｜

・
yah
・
smaret kenda ekacitte vyavasthitah
・
‖
so bhavati loke vittena dhanadopamah
・
｜
mucyate 	tu 		
bhavet‖

・
caiva 
｜
	

・
tv ime 
・
	

・

・

・
‖
	tu 	
・

tu｜
	


・
stotram
・

・

・

・

‖
105) Friedrich, op. cit., pp. 3031.
106) フリーデリッヒの報告によると, シワのプダンダだけではなくブダのプダンダも ｢神聖な水｣ を
生産し供給する｡ 興味深いのは両者の共同作業によるブレンド作りである｡ シワの ｢神聖な水｣ と
ブダの ｢神聖な水｣ を混ぜたのは特に強力な浄化作用があり, 危険から人々を守るのに強い効果が
ある｡ これを生産する際には金箔と金の指輪を入れ, 花や挽いた栴檀や粉砕したルビーなどを加え
る (Friederich, op. cit., [(2),] VBG 23, 1850, Verbrandingen, p. 8)｡
シワのプダンダとブダのプダンダは, ｢神聖な水｣ の特製品を共同で生産し供給しているのである｡
この特製品が並の製品より遥かに良質であるとすれば, シワのプダンダが圧倒的に幅を利かすバリ
島社会にあって, 少数派ながらもブッダのプダンダは, 必要不可欠な存在ということになろう｡
107) Friederich, op. cit., Huiselijke cultus der priesters, p. 30.
108) R. G. Bhandarkar, Vais
・
n
・
avism,  !"!#$ and Minor Religious Systems, Poona, 1982, pp. 153155.
しかしながら, バリ島のシワ教にとって源泉地と言われる南インドには, ヴェーダの伝承
を受けて太陽を礼拝する人々の集団があった痕跡がなく, マギが主催する太陽礼拝集団が存
在したのは北インドである｡
バリ島の ｢太陽礼拝｣ を研究したホーリスは, インドのプラーナ文献に見られる ｢太陽崇
拝｣ () の間に関連を見い出し, さらにインド文献 『ブラフマカルマ』 (brahmakar-
man)109) の記述との間に平行関係があることに気づいた110)｡ そして, バリ島の文献は 『ブラ
フマカルマ』 の記述に部分的に従いながらも, そこにしばしば挿入されるはずのヴェーダ讃
歌が欠けている｡ その代わりにシヴァを讃えるインド呪文が唱えられるのであるが, バリ島
で作られた詩節が用いられることもある111)｡ ホーリスは仮説を立て, ６世紀から９世紀にか
けてインドで成立したプラーナ文献は, バリ島とジャワ島に伝わり, ９世紀後半にシャーイ
レーンドラ朝 (	
)112) が滅んだ後で大改変を加えられたという113)｡
ホーリスの言うように, バリ島文献の語句に対応する語句がプラーナ文献と 『ブラフマカ
ルマ』 に見られる｡ しかしながら, この種の文献には太陽に呼びかける言葉があるだけで,
太陽礼拝の意義を論じる言葉が添えられているわけもはないし, 行事の式次第を説明する言
葉があるわけではない｡ それに, 太陽礼拝を特に重んじる団体が南インドにあったわけでは
ない｡ そのままバリ島の太陽礼拝のモデルになる儀式が体系としてすでに成立していたので
はないのである｡
恐らく, バリ島の ｢太陽礼拝｣ はバリ島固有の文化を継承するものであり, ９世紀後半に
起こった宗教儀式の改革に際して, 昔から崇められていた天体が最高神シヴァと合体したの
であろうか｡ そうであるとすれば，その際にプダンダたちは改定したプラーナ文献から言葉
を採り入れて，新方式の礼拝の形式を整えるために利用したのであろう。
Ｄ1
神格化された米と大地
バリ島に伝わるサンスクリットには, 語形だけでなく内容の点でも非インド的な要素が認
められる｡ バリ島の人々は米を礼拝の対象としているのであるが, これはインドでは全く知
られていないことである｡ ヒンドゥーは米を神に捧げることはあっても, 米を神格化して礼
拝することはない｡ ところが, バリ島では米が神格化され, 礼拝されるのである｡
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109) A. Bourquin, “Brahmakarma, ou rites des brahmanes, traduit du sanscrit et ”
Annales du Guimet 7, 1885, pp. 99145.
110) Goris, op. cit., pp. 511, .
111) ibid., p. 10.
112) シャーイレーンドラは760年頃にジャワ島中部に政権を確立し, シュリーヴィジャヤ (	
)
も支配下に置いていた｡ ボロボドゥール (Borobudur) を建てたことでよく知られ, 仏教信仰に厚か
ったと言われる｡ この ｢仏教王朝｣ が860頃に滅んだ後にジャワ島とバリ島でシヴァ教が勢いを盛り
返しとクロムは言う (Krom, op. cit., p. 126)｡
113) Goris, op. cit., loc. cit.
バリ島に伝えられている伝説によると, ヴィシュヌの庭園で沐浴している女神を見て, あ
る悪魔が欲情を覚えた｡ 女神は逃げたけれども, ついに悪魔に屈して死に, 埋められた死体
から何種類かの植物が生えてきた｡ へそから生えてきたのは, 潅漑された水田に育つサワ種
の稲であった114)｡
バリ島で ｢米の女神｣ の祠が建てられるのは, 水田の中か水田に続く農道の脇かである115)｡
このように, ｢米の女神｣ は稲作を基盤とするバリの文化に固有の信仰対象であり, インド
の宗教とは何の関係もない｡ プダンダたちが唱える ｢シュリーへの讃歌｣116) は, バリ島の人々
が先祖から受け継いだ心情を非日常言語に託して表現したものであろう｡
米の女神シュリーと関連して興味深いのは, バリ島では大地が神格化されて礼拝されるこ
とである｡ 稲の収穫が終わってから次の稲作の準備が行われるまでの間に, 祭礼が行われて
大地が女神として崇められる117)｡ そして, この女神を讃える歌が伝わっている｡
大地を礼拝する習慣はインドから伝わったものではありえない｡ 遥か昔のヴェーダ時代に
は, 大地は万物を養う存在としてある程度の敬意を払われていたが, 以後の時代になるとそ
ういうことさえなくなった｡ まして神として礼拝されることなどなかった118)｡
バリ島に伝わる ｢大地の女神への讃歌｣ (
・
	
) には, この女神のエピテートが数
多く並べられているだけで, 記述部分が全く欠けている｡ そして, 非インド語要素 “nin・”
[ni] と “mpu” と “san・” [sa] が散在している119)｡ この讃歌はインド伝来のものではあり
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114) Paul Wirz, “Der Reisbau und die Reisbaukulte auf Bali und Lombok,” Tijdschrift voor Indische
Taal-, Land-, en Volkenkunde 67.34, 1927, pp. 222224.
115) ., op. cit., p. xxviii.
116) ibid., pp, 6162, 

・
om
・


・
｜


・


・
‖

satatam
・

・
ca 

・
｜
daniksu stu 
・
ara mama stutim‖


tvam
・


・
ca 
・

・
｜

me 
citram
・


・

・
‖


・

・

[t]
｜

me 
・
sarvadravyahitam
・
dhanam
・
‖

tvam
・

｜

me sukham
・
nityam
・

・
‖

tvam
・

・


・

・


・

・
｜




・
‖


・
jagat 
・｜

・ iti tat sarvam
・

・
raks
・
atu namo ’stu te‖


｜


・

caiva 

namo ’stu te‖
117) ibid., p. xxiii.
118) M. Monier-Williams, Hinduism, London 1877, pp. 2425.
119) op. cit., p. 46, 
・


・


・


・
｜


・

siddhih
・
‖
nin・ 

mpu prahoni｜
・
・


・

・
‖
えず, バリ島独自の文化の中で必要に迫られて土地の人が作ったものに違いない｡
ここでは神格化された大地に言及するに際して, そのエピテートを片っ端から挙げている
に過ぎず, レヴィが “barbarous litany” と呼ぶのももっともである120)｡ ブダのプダンダが伝
える呪文で, 最高礼拝対象のマハーヴァーイローチャナ (	
) の機能を象徴す
る礼拝対象がむやみに数多く挙げられているのと呼応するものであろうか｡
米の女神を礼拝する習慣も大地の女神を礼拝する習慣もインドにはなかった｡ したがって,
このような女神に呼びかけるサンスクリット賛歌も存在しなかった｡ ｢米の女神への讃歌｣
も ｢大地の女神への讃歌｣ も, バリ島で作られたものである｡ この種の讃歌はサンスクリッ
トなどと言えるものではなく, 礼拝対象のでのエピテートを思いつく限り並べ立てたに過ぎ
ない｡
｢米の女神への讃歌｣ や ｢大地の女神への讃歌｣ を作ったバリ島プダンダの先祖たちは,
礼拝対象のエピテートを数多く知ってはいるが, サンスクリットで文を構成する能力に欠け
ている｡ このような讃歌を見る限り, サンスクリット文化がこの島に伝わっているなどと言
う気にはとうていなれない｡
Ｄ2
礼拝される海の神ヴァルナ
ヴェーダのヴァルナ (varun
・
a) は秩序を支配し, この世のすべてを観察している｡ このよ
うにインドラに次いで偉かったヴァルナは, 大叙事詩の時代になると天上の宮殿から降りて
来て水の神となる｡ そして, 西の方角を守る任務に就き, 東方担当のインドラ (indra)121),
南方担当のヤマ (yama)122), 北方担当のクベーラ (kubera)123) と共に, ｢世界の守護者｣
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san・ devavi ｜
hars
・
asiddhi 


・
	

・

・
‖(下線で示した語は古代ジャワ/バリ語)
“nin・”: 結合詞 “n” ＋ 文法的主語となる名詞の前に置かれる前添辞 “i/in・” (J. P. Zoetmulder, Old
Javanese-English Dictionary, ’s-Gravenhage, 1982, p. 664)
“mpu”: 卓越した人物に用いられる敬称 (ibid., p. 1149)
“san・”: ある階級の人物を表す名詞の前に置かれる前添詞 (ibid., p. 1658)
120) ibid., p. xxiii.
121) インドでヴェーダに登場するインドラは, 戦争の神として嵐の神として大活躍し, 天に住む神々
の中で最高の地位にあり, 神々の国の王であった｡ ところが, ヴェーダ時代が過ぎると見る影もな
く, それでも初期仏典の時代にはブラフマンに次いで重要な神とされていたが, 文学作品の中では
盛んに話題になるとはいうものの, 現実世界では神としての権威をすっかり失う｡ そして, 昔とは
違った任務に就くことになる｡ 新しいインドラは, アーイラーヴァタ () という象に乗って,
宇宙の東の方角を守護するのである｡
意外なことに, インドラはバリ島で全く無視されているわけではない｡ フリーデリッヒによると,
２箇所にインドラ寺があるという (Friederich, op. cit., p. 38)｡ シワに挑戦する心配が全くなかっ
たからであろうとフリーデリッヒは考えている (ibid., p. 39)｡
122) インドでヤマはまだ記憶されているが, 遥か昔と比べて役割が大いに変わった｡ 幸せな先祖たち
が楽しく暮らす死後世界の守護者であった陽気なヤマは, いまや極悪の連中が滞在する地獄で裁判
官と管理者を勤める｡ 地獄の裁判官など, ｢行いと報いの対応法則｣ から見れば不必要なはずである
が, 補佐官のチトラグプタ (citragupta) に助けられて, 死者の行いを秤で計ることがある｡ このヤ
マのもう一つの任務は, 宇宙の南の方角を守護することである｡
() と呼ばれる｡ ヒンドゥイズムでヴァルナは格の低い神であり, 礼拝の対象にさ
れることがない｡
ところが, バリ島に伝えられる文献に登場するワルナ (waruna) には, インドで見られ
ない機能がある｡ ワルナが礼拝の対象となっていて, 葬儀の際に礼拝され讃えられ, その際
に讃歌が唱えられるのである｡ 現代に伝わるワルナ讃歌は恐るべきサンスクリットで作られ
ている｡ 有気音と無気音を区別しないのはよくあることであるが, ここでは羅列された語形
が呼びかけの形であったり主格の形であったりして, 伝承過程で起こった間違いとして説明
できるようなものではなく, インドから伝わったものではありえない｡
究極の救済者としてヴァルナを讃える歌などインドにはなかったのであるから, 必要とあ
ればバリ人自身が作る外なかった｡ サンスクリットを中途半端に習ったバリ人の手になるも
のであろう｡ しかしながら, そのような混乱にもかかわらず, この韻文 (？) で試みられて
いることは単純にして明快であり, ワルナを海の神と見立てて, 海から連想されるものを思
いつくままに並び立てているのである｡
宝石の貯蔵庫/カーヴェーリー河/歓喜と恐怖の海岸/雷電の姿した者/不死の神/水の
姿した山/汚れなき虚空/炎が揺れ動く火/魚の住所/残忍なそう口した者/ナーガの姿と
魚の姿をした者 [ほかにも数多く挙げられているが, 語形が崩れていて, 意味を推定
することができない｡]124)
バリ島に伝わるサンスクリット文献 231
フリーデリッヒによると, バリ島のヤマは地下世界 (naraka) で厳格な公平さで死者を裁く｡ 火
葬がはなはだしく遅れることがあるのは, ヤマの予備的な判決と関係があるらしい｡ 死んだ夫の後
を追って火の中に飛び込む妻 (satia) は, ヤマの裁判なしに, 無条件で天国 (svarga) へ直行でき
る｡ そして, 国のために戦って死んだ王侯は, 家来もろとも同じ待遇を受ける (Friederich, op. cit.,
p. 40)｡ ちなみに, 天国へ行った者はいつまでもそこに留まるつもりでいる (loc. cit.)｡ すなわち,
バリ島の人々は ｢轉生｣ しないのでり, この点でもバリ島の文化とインド文化との間には越えるこ
とのできない隔たりがある｡
死の神であり懲罰の神であるヤマはシワと同一視されている｡ 独立した存在としてヤマが礼拝さ
れることはないが, シワがヤマの名で礼拝されることがあり, 数千年にわたって銅の釜で霊魂を煮
たりして, その恐ろしい処罰ぶりが世に知られている (Friedrich, op. cit., p. 41)｡
123) 富の神クベーラはアラカー () という華麗な都に住み, 家来を大勢従えている｡ ヴァイシ
ュラヴァナ(	
・) という別名で, このクベーラは後期ヴェーダ文献にちらりと現れ, 仏教
とジャイナ教で良く知られている｡ 北の方角の守護を担当する｡ バリ島のクウェラ (kuwera) は,
神話で名前が知られているに過ぎない (Friedrich, op. cit., p. 41)｡
124) 	op. cit., pp, 5455, varun・astavah・:
sadrantam
・
nityam
		
・

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‖
	
・

・


・
｜

		
・
	
・

・
‖

・


・
｜
			

・
nirmalam
・
tolam
・		
sarah
・
sindhusamudram
・
tvam
・
tvam agnih
・
arn
・
avojjvalah
・
‖
	・
・
devadeva 
・

ca
・
・

tvam
・
matsyaraudran
・
am
・

・

・

ca 


・

・
ca‖
さて, バリ島ではワルナの神殿は海岸にあり, この神を礼拝することは葬式の欠かせない
部分である｡ 葬儀には莫大な経費がかかるので, 火葬は死人が出る度に行わず, かなりの数
になった時に遺体が一斉に焼かれる｡ ワルナ神殿の側には海岸があり, そこへ灰を運んでワ
ルナ礼拝の儀式を行う｡ その後で灰は船で外海に運ばれて撒かれる125)｡
このようにワルナが葬儀にまで関与するようになったのは, バリ島独自の事象であろうが,
ワルナを礼拝の対象とすること自体は, ヒンドゥイズムに起源があるとは言えないにしても,
南インドの地方習俗に溯るのかも知れない｡ タミル地方の漁師たちの間では,“ヴァルナン
(varun
・
an
・
) と呼ばれる神が信仰されている｡
このヴァルナンはインドのタミルに古くからいた地元の神であり, ヴェーダ起源のヴァル
ナから名前だけを借りたにすぎない｡ ｢森の世界｣ を支配するマーヨーン (), ｢山の
世界｣ を支配するセーヨーン (), ｢水浸しの世界｣ を支配するヴェーンタン (	


)
と並んで, ヴァルナンは ｢海岸の世界｣ を支配すると言われる126)｡
バリ島の人々にとって, 葬儀は特に重要な儀式である｡ そして, 最大の見せ場は死体を荼
毘に付す場面である｡ 薪が山のように積まれ, 紙で作った色とりどり旗で飾られ, 紙で作っ
た動物に溢れ, 大勢のプダンダたちが ｢虚空｣ への讃歌｣ (
	) を唱える｡ バリ島
で ｢虚空｣ () はシワそのものである｡ そして最後にすべてが炎の中に投じられる127)｡
バリ島の人々にとって, インドから伝わったワルナの核は, 水を支配する神であるという
点であろう｡ 水を支配するワルナを礼拝することは, 遺灰を海に委ねるに先立って欠かせな
い儀式と考えられたのであろう｡
Ｅ1
バリ島独特の語用法
サンスクリットの女性名詞 “” は, もともと ｢輝き｣/｢輝くばかりの美しさ｣/｢美｣ を意
味する抽象名詞である｡ そして, 抽象概念が擬人化されて (｢美の女神｣), 美しさで知られ
るヴィシュヌの妻ラクシュミー (
・
)128) の別名として用いられる｡ さらに, 後代の文献
では, 意味が一般化して ｢女神｣ を指すこともある129)｡
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(この後にさらに13詩節が続く｡)
125) ibid., p. xxvi.
126) S. 	 in English with Critical Studies, Madurai, 1963, p. 153.
127) バリ島で行われる死体を焼く儀式でプダンダが唱える ｢天空への賛歌｣ (
	) の写本もレ
ヴィが見つけて校訂している ( 	!pp. 3638)｡
128) ラクシュミーはヴィシュヌの妻であり, 幸運と美の女神として知られている｡ 神々と悪魔たちが
海を掻き回した時, ラクシュミーは蓮を手にして海から生じたという｡ ラクシュミーを主神として
崇拝する宗派はないが, おびただしい図象が作られ, 副次的な礼拝対象として熱心に信仰されてい
る｡ ラクシュミーは成熟した美女として描かれ, 蓮を手にして蓮の上に座っている｡ 側に二匹の象
がいて, 鼻でラクシュミーに水をかけている｡ ヴィシュヌはラーマ () とクリシュナ (kr
・
s
・
n
・
a)
に変身するが, それに応じてラクシュミーも変身する｡ ラーマの妻シーターとして, そしてクリシ
ュナの妻ルクミニー (!
・
) として崇拝されるのである｡
129) ７世紀の大詩人マーガ ("#) は $	!%&という語合成を ｢勝利の女神｣ という意味に使っ
さて, レヴィの校訂本で ｢シュリーへの讃歌｣ (	) という表題の下に集められて
いる８詩節には, “” という語が数多く用いられているが, ここで讃えられているのは,
ヴィシュヌの妻ラクシュミーではなく ｢米の女神｣ である130)｡
バリ島のサンスクリットでは, 女性名詞 “” が ｢神格化された米｣ を指す固有名詞と
して用いられているのである｡ インドには米を神格化するという発想がなく, したがってイ
ンドのサンスクリット文献にこのような用例は全く知られていない｡ もっとも, バリ島で用
いられる “” は, ｢米の女神｣ だけでなく ｢大地の女神｣ を指すこともある131)｡ もっとも,
バリ島サンスクリットの “” は, 常に固有名詞として使われるわけではなく, ｢女神｣ 一
般を意味する普通名詞とし用いられることもあるのである｡ いずれにしても, バリ島で固有
名詞として用いられる “” の特異な点は, ｢ヴィシュヌの妻｣ ではなく ｢神格化された米｣
を指すことである｡
そして, 米の女神シュリーのエピテートとして, “

・

・
” という語が用いられているが,
これもインドにはない語である｡ “tan
・
d
・
ula” という名語はサンスクリットにあり, ｢[穂から
分離してはいるがまだ殻をとっていない]米/籾｣ を指す132)｡ しかしながら, “

・

・
” (籾の)
という形容詞が使われることはないし, ましてその女性形 “

・

・
” が名詞化して女神を指
して使われることなど見たことがない｡
ところが, バリ島では ｢米の女神｣ を礼拝する習慣があったので, その際に礼拝対象とな
る神格を指す言葉として, バリ島の人々は “” を選んだのである｡ そして, さらに ｢米｣
と直接に関係のあるエピテートもあればよいと思ってか133), サンスクリット名詞 “tan
・
d
・
ula”
を基に女性名詞 “

・

・
” を作った｡ これはインドの文献には見られない語であり, 必要に
迫られてバリ島で作られたものである｡ ちなみに, “” の同義語として使われる女性名詞
“

・

・
” は, 文法で定められた順序を踏んで得られた正しい語形である134)｡
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ている｡

・
ed. Pan
・
d
・
ita  Bombay 1957, p. 522, 19.85:  	!"	
#$$#$!｜dr
・
s
・
t
・
ena %
	 
・
#
・
#
・
&	&%!&!‖
130) バリ島ではウィスヌとブラフマの名前と属性がシワに移されたので, その妻たちもまたシワに帰
属することになった｡ 従って, '#
・
$(もそのエピテート '(もバリ島ではシワの妻の名前であ
る (Friederich, op. cit., Siva’s attributen, p. 38)｡
131) )*	&op. cit., p. 46,  
・
&		
・
11. 7, 10, 12.
132) バリ島では ｢種籾｣ の女神は '$"	(と呼ばれ, ｢植え替えた苗｣ は '
・"	(と呼ばれる｡
そして, ｢若い稲｣ は '&&
(である ()*	&op. cit., p. xxviii)｡ そうすると, バリ島のサンス
クリットで '

・

・
(とその同義語 (が指すのは, ｢[収穫後の]籾の女神｣ ということになり,
“tan
・
d
・
ala” の用法はインドの伝承に忠実であるということになろう｡
133) )*	&op. cit., p, 61: 

・

・
$
・
%+#
・
(米にちなんだ名の人).
134) '

・

・
(は 形容詞 '

・

・
(の女性形である｡ そして, 形容詞 '

・

・
(は男性名詞 “tan
・
d
・
ula”
の派生語である｡ この過程を順を追ってたどると次のようになる｡
tan
・
d
・
ula (名男): ｢米｣
容詞形成接尾辞 -a 付着/語末母音脱落


・

・
,＋ → 

・

・
(形): ｢米の｣
女性接尾辞 付着/語末母音脱落/第一母音延長


・

・
,＋ → 

・

・
(形女): ｢米の[女]｣
さらに興味深いのは, “kavi” という語の用法である｡ レヴィ校訂本には “kavi ” と
いう副題の付いている文献があり135), 内容は叙事詩 『ラーマーヤナ』 (	
・
) の要約で
ある136)｡ わずか50詩節の短い文献であるが, 叙事詩全体が均一に要約されているのではなく,
登場人物を紹介する最初の７詩節の除いて, ラーヴァナ (

・
) との戦争が語られている｡
『ラーマーヤナ』 の中で, バリ島の人々は対ラーヴァナ戦争を特に好んだのであろうか｡
さて, この副題に見える “” という語は ｢ジャナカの娘｣ という意味であり, “kavi
という語は ｢詩人｣ という意味である｡ では, “kavi ” は ｢詩人, ジャナカの娘｣ と
いう意味であろうか｡ そうではない｡ ここで “kavi ” は 『ラーマーヤナ』 の副題で
あるから, “” という語は女流詩人の名前ではなく, 叙事詩の女主人公 ｢ジャナカの娘
[シーター ()]｣ を指している｡ 叙事詩のシーターは王妃であって詩人ではない｡
サンスクリットから古代ジャワ/バリ語に借用された語 “kawi” は, ｢詩人｣ ではなく ｢詩｣
(
	) を指すようになった｡ バリ人が使っているうちに, メトニミー (metonymy) によ
る意味の転換が起こったのであろうか (制作者→製品: ｢この作家は読むに堪えない｣)｡
そして, 古代ジャワ/バリ語で確立した用法がバリ島の人たちが使うサンスクリットに無
意識に入り込んだのであろう｡ “kavi ” という表現は, ｢シーターの詩｣ (シーターに
ついて語った叙事詩) という意味で用いられているのである｡ 真正なサンスクリットで ｢詩
人｣ を意味する名詞 “kavi” は, バリ島のサンスクリットでは, その派生語である “
	”
の同義語として, ｢詩｣/｢文学作品｣ の意味で用いられているのである｡ これもバリ島に特有
のサンスクリット用法であると言えよう｡
古代ジャワ/バリ語で言語を指して用いられるようになった “kawi” という語は (｢詩人が
使う言語｣/｢古典語｣), さらに文字を指しても用いられた (｢詩人が使う文字｣)137)｡ ジャワ文
字はもともと南インドから伝わった音節文字であり, アショーカ王 () の時代 (紀元
前３世紀) に用いられたブラフミー文字 () に遡る｡
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女性名詞修飾

・

・

(形＋名): ｢米の女神｣
名詞省略

・

・
｢米の女神｣
サンスクリット文献で男性名詞 “tan
・
d
・
ula” はありふれた語であるが, 形容詞 
・

・
がインド
で使われたことはないようで, インドの古い辞書を含めてどの辞書にも記載がない｡
135) 
op. cit., p. 89, caritra 	
・
(kavi ).
136) ibid., pp. 8993.
137) “kawi” と呼ばれたジャワ文字は, ７世紀から15世紀まで東南アジアで広く用いられ, スマトラや
セレベス, さらにはフィッリピンで使われた諸文字の起源となった (Hector Santos, “Kavi, A Bor-
rowed Philippine Script” (A Philippine Leaf, http://www.bibingka.com/dahon/lci/kavi.htn.US)｡ ヤシの
葉や木の皮や竹など, 長い繊維の植物素材に先の尖った固い筆記具で刻み込んだせいで, インド起
源の東南アジア文字は, 短く曲った線から成りがちである｡ 一般に信じられているように写本の一
挙焼却が東南アジアでなされたわけではないが, 高温と多湿のため古い写本の保存情況はよくない｡
それに, 研究者が収集と保存を始めたのは, やっと19世紀になってからである｡ その頃はタガログ
文字が使われなくなってから久しく, フィリピンで古い文書が残っている例は殆どない (Santos,
loc. cit.)｡
Ｅ2
インドに溯ることがない術語用法
｢ヴィシュヌを讃える言葉｣ を指して, シワのプダンダはサンスクリットで “veda” とい
う語を使っている｡ そしてブダのプダンダは, 仏教の礼拝対象を讃える言葉を “buddha-
veda” (ブッダのヴェーダ) と呼んでいる｡ “veda” という語を ｢ブッダを讃える言葉｣ を指
して使っているのである｡ このように, バリ島のサンスクリットでは, “veda” という語が
“stava”/“stuti” (礼拝対象を讃える言葉) の同義語として用いられている｡
“veda” と呼ばれる讃歌がヴィシュヌ礼讚を旨とするからといって, バリ島にヴィシュヌ
教の伝統があるわけではないし,“ヴィシュヌのプダンダと呼ばれる職業集団が存在する
わけでもない｡
さらにレヴィ校訂本の第一部には, “vedaparikrama[
・
	

・
]” という表題の付
いたテキストがある138)｡ そして, ここでも “veda” という語がサンスクリット本来の用法か
ら乖離して, ｢礼拝対象を讃える言葉｣ という意味で用いられている｡ なお, 表題に見られ
る語 “parikrama” は, レヴィによると, テキスト伝承の過程で生じた間違いで, 元の語形
は “parikarman” (礼拝) であったという139)｡ しかしながら, これは十分に説得力がある解
釈とは言えない｡
確かに “veda-parikrama” という語はサンスクリットにあるが, インドの文献ではこのよ
うな文脈で見かけることがない｡ それに, このような儀式術語はインドで知られていないの
である｡ レヴィのように,“『バーガヴァタ-プラーナ』 (

・
) によく見られる
“parikarman” (礼拝) が変形したのであろうと言えるなら, ｢讃歌を唱えて神に礼拝する
こと｣ を指すつもりで, “vedaparikrama” という語を用いていることになろう｡
ここに集められているのは, 
・
や am
・
や やなどの象徴音節をちりばめた呪文 (man-
tra) であり, 毎日決まって行う礼拝の際に唱えられる｡ この限りではレヴィの解釈も的外
れとは言えず, “parikrama” を “parikarman” (礼拝) の間違いと見なしても不合理な点はな
い｡ しかしながら, 目をテキストの他の個所に移して, “parikrama” が “” と合成され
ているのを見ると, この解釈は説得力を失うのである｡
副表題として “	” という語が挙げられている140)｡ レヴィが言うように “pari-
krama” が ｢礼拝｣ の意味で使われているとすれば, “	” という合成語は同義
語反復ということになろう｡
“parikrama” という祭儀術語がインドにない以上, この語は動詞語根の意味に即して素直
に理解すべきであろう｡ サンスクリット動詞 “pari-kram-” の基本的な意味は ｢[何かの]周
バリ島に伝わるサンスクリット文献 235
138) op. cit., pp. 732.
139) ibid., pp. xviii-xix.
140) ibid., p. 7.
囲を一歩一歩進む｣ であって, その名詞形 “pari-krama” は ｢段階を踏んで進むこと｣ を意
味することができる｡
さて, テキストで最初に挙げているのは, 下着を着る時に口にする言葉である｡ 次は帯を
結ぶ時の言葉で, その次は上着を着ける時の言葉である｡ さらに, ｢歯磨き｣, ｢手洗い｣ な
どと動作が変わるごとに口にすべき言葉が次々と指定されていて, すべて神を礼拝する言
葉である141)｡ “	
” という合成語は ｢礼拝の連続｣/｢礼拝を次々に続けること｣ を
意味し, “veda-parikrama” は ｢讃歌の連続｣/｢讃歌を次々に唱え続けること｣ を意味するこ
とになろう｡
Ｆ
インド化しなかったバリ島の人々
ワルナへの賛歌がバリ島またはジャワ島で作られた可能性をレヴィは否定しないものの142),
バリ島で集めたサンスクリット文献の多くについて, それぞれ原本がいつかインドで見つか
ることを強く期待している143)｡“バリ島に伝わるサンスクリット文献が基本的にインド伝来
のものであると考えているのである｡
バリ島のウェダについては意見を異にしたものの, 19世紀前半のクローファードも19世紀
後半のフリーデリッヒも, バリ島サンスクリット文化のすべてがインドに起源があると信じ
ていた｡ そして, 20世紀のレヴィもこの原則を捨てはせず, Greater India の存在を固く信
じていた｡
バリ島のプダンダたちが“四つのウェダと呼んでいるものは, 実はアタルヴァ-ヴェー
ダのウパニシャッドに過ぎないせよ, そして末尾部分がそれと著しく異なるにせよ, インド
のテキストの断片を継承しているのは確かである｡ そして, ｢ヴィシュヌへの讃歌｣ として
使われているのは, インドから伝わった 『ブラフマーンダ-プラーナ』 からの抜粋である｡
しかしながら, インドではヴィシュヌ信仰の高揚の中で作られた文献は, バリ島ではシワを
礼拝するために使われた｡ そして, そのシワはインドのシヴァとは似ても似つかぬ存在であ
った｡
レヴィが校訂したテキストのあちこちには, インドではありえないサンスクリット表現が
見られ, バリ島に独特の信仰が反映されている｡ サンスクリット文化に接したバリの人々は,
太陽を拝んだり大地の女神を讃えたりした｡ そいて米の女神を崇め, 独自のやり方でワルナ
を礼拝した｡ こうして, インドとは無関係な局面で固有の文化を豊かにしたのである｡
インドにおけるヒンドゥー教とイスラム教の関係について研究してきた荒松雄は, 現在も
インド以外に ｢ヒンドゥー教徒が人口の大部分を占める所｣ としてバリ島を挙げ, かつてヒ
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141) loc. cit.
142) ibid., p. xxvi.
143) ibid., p. xv.
ンドゥー教が東南アジア一帯に広がっていた事実を想起する144)｡ 荒はヒンドゥー教を“世界
宗教と言い切らないまでも,“民族宗教と呼ぶことに躊躇を覚えるのである｡
しかしながら, ８世紀から現代まで, インド文化を守ってきたと言われるバリ島の人々も,
インドの宗教を信じてきたとは言えない｡ 荒の抱く躊躇はヒンドゥー教について新しい視野
を開くものではあるまい｡ バリ島で行われている宗教は,“バリ教とでも呼ぶしかないも
のであり, シヴァ教や仏教と同一視すべきではない｡
シヴァ教も仏教も転生からの解放を目指しながら, そのための準備の仕方を全く異にする｡
共通の目標に向かって同じことをするわけには行かないのである｡ ところが, バリ島で活躍
するシワのプダンダとブダのプダンダは, 呪文 (mantra) や指サイン () にそれぞれ
の流儀があるものの, やっていることが同じであり, こだわらなければならない立場がお互
いににない｡ 世界と人間の成り立ちと成り行きについて, 別のことを考えているわけではな
いのである｡ 二つのグループは敵対関係になく, 必要があれば力を合わせて共に頑張り, い
っしょに儀式を執り行うこともあれば, それぞれが作った ｢神聖な水｣ を混ぜ合わせて効き
目の強化を図ったりもする｡
サンスクリット文献が伝わったとはいっても, それを利用してバリ島の人々が最も力を入
れるのは, 超越存在に対処することである｡ 絶対神から魑魅魍魎に至るまで, 放って置くと
何をしでかすか分からない無数のものを人間に都合に合わせて自由に操ろうとするのである｡
そして, この人生を終わった後は, 複雑な手続きを経て滞りなく火葬を済ませて, めでたく
天国へたどり着くつもりでいる｡ そして, いつまでもそこに滞在するつもりでいる｡ この人々
は転生を信じていないのである｡
｢シワのプダンダ｣ が扱うものであれ, ｢ブダのプダンダ｣ が扱うものであれ, レヴィが校
訂をした文献の中に, 転生の苦しみへの言及は皆無である｡ 転生の恐怖に迫られることがな
ければ, 遥か未来に究極の真理を会得てブッダになるには及ばないし, シヴァと合一して究
極の平安を得るまでもない｡ 仏教もシヴァ教もバリ島の人々の考え方や生き方を変えること
はなかった｡ これほど長い間にわたってサンスクリット文化に触れても, バリ島の人々がイ
ンド化されることはついになかった｡
(つづく)
学術振興会の助成による特定研究 ｢現代インドネシア社会におけるインド文化の受容｣
(平成1213年, 代表: 小池誠) の成果の一部 (インド文化受容に関する文献学的研究)
今回の分についても, 当時オックスフォードに住んでおられた平井孝典さんに, 資料と論文
の収集をお願いした｡ 改めて謝意を表したい｡
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144) 荒松雄, 『ヒンドゥー教とイスラム教』, 東京, 1977, pp. 108110.
